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である。TNFレセプターには TNFR1 / TNFR2の 2種類が存在するが、とりわけ TNFR2
は、欠損により関節リウマチモデルマウスなどの病態悪化が認められることや、制御性 T
細胞の活性化に関わることなど、免疫抑制的な作用を担うことが示唆されている。そのた




















① TNFR2 と APP3の結合 
APP3 には、細胞内局在の異なる 2 つのアイソフォームである Mitochondrial APP3
（APP3m）及び Cytosolic APP3（APP3c）が存在する。そこで、TNFR2と複合体を形成
し得るアイソフォームを解析するため、各 APP3 を HEK293T-TNFR2 に強制発現させ、
R2-7で刺激した後、APP3に対する免疫沈降を行った。ウエスタンブロット（WB）の結果、


























本研究では、新たな TNFR2 アダプター分子として APP3 を見出し、その機能解析を行
った結果、APP3による TNFR2シグナルの新たな制御機構が存在する可能性を示した。今
後、さらに TNFR2シグナルの解析が進展すれば、自己免疫疾患の病態発症機序の解明や新
規治療薬の開発に繋がるものと期待できる。 
